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２０２６（令和８）年度　事業計画

　第３４回通常総代会を６月２３日、磐田市の磐田市民文化会館「かたりあ」
で開き、上程された全１２議案がいずれも原案通り可決されました。
　今号では、今年度の基本方針や３か年計画の中間年度に向けた基本目標・
基本施策についてお知らせします。

可決された議案
【報告事項】
　令和７年度（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）貸借対照表、損
益計算書および注記表の内容ならびに会計監査人の会計監査報告および監
事の監査報告について

【決議事項】
第 １ 号議案	 令和７年度事業報告および剰余金処分案の承認について

第 ２ 号議案	 定款の一部変更について【特別決議】

第 ３ 号議案	 定款附属書役員選任規程の一部変更について【特別決議】

第 ４ 号議案	 定款附属書総代選挙規程の一部変更について【特別決議】

第 ５ 号議案	 役員選任細則の一部変更について

第 ６ 号議案	 宅地等供給事業実施規程の一部変更について

第 ７ 号議案	 令和８年度事業計画の設定について

第 ８ 号議案	 任期満了に伴う経営管理委員および監事の選任について

第 ９ 号議案	� 退任経営管理委員および理事に対する退職慰労金の支給
について

第10号議案	 退任監事に対する退職慰労金の支給について

第11号議案	 経営管理委員および理事の報酬の決定について

第12号議案	 監事の報酬の決定について

附帯決議案	

※令和７年度の事業報告については、P8～P11の業務報告書をご覧ください

～これからも農を通じて、組合員・地域とともに～

基本方針
　近年、国内農業では異常気象の常態化による影響により、農畜産物の収量や品質が不安定な状況となっていま
す。令和7年度においては、お米やお茶の販売価格が大きく高騰し、当組合の販売事業は平成20年以来17年ぶり
に100億円を回復しました。一方で、販売価格の高騰は消費量の減少にもつながることから、持続可能となる農畜
産物の適正な価格形成が求められるところです。
　また、国内経済においては、円安効果により製造業を中心に業績が回復基調にあります。反面、中東情勢の緊迫
化などによる下押し要因に加え、日銀の政策金利のさらなる利上げも見込まれ、組合の経営環境は大きく変化するこ
とが想定されます。
　このようななか、令和8年度は3か年計画の中間年度を迎えます。私たちは、農業を基軸とした協同組合として、「農
と食」の価値を次世代へつなぐため、「生産」「組織」「経営」の3つの基盤を着実に成長させていくことが重要です。
　役職員一人ひとりが組合員や地域の利用者との「対話」を重ね、浮かび上がった課題や想いに「挑戦」し、元気で魅
力ある農業の確立と豊かな暮らしの実現に努めます。

施策1 	 生産部会の「めざす将来像」による農業所得向上と産地維持

施策2 	 地域農業を支える多様な担い手の育成・確保

施策3 	 組合員の農を支える事業活動

施策1 	 組合員の維持・拡大と関係深化

施策2 	 組合員組織の活性化と事業・活動を通じた仲間づくり

施策3 	 組合員と地域住民の農業やJAへの理解・共感の醸成

施策1 	 事業運営の最適化に向けた実践

施策2 	 エンゲージメント向上につなげる人的資本経営の実践

施策3 	 健全経営に向けた内部統制の確立・強化

施策4 	 組合員・地域住民のくらしを軸とした総合事業の展開
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基本目標・基本施策

産地の維持・拡大に向けた生産基盤の強化目標

１

JA運営を支える組織基盤の強化目標

2

事業環境の変化に対応しうる経営基盤の構築目標
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　日頃より、当組合の各事業につきましては、格別なご理解とご協力を賜り心よりお礼

申し上げます。

　先日の６月２３日には、第３４回となる通常総代会を開催いたしました。本総代会で

は、全１２議案を上程し、任期満了に伴う、各地区および組織から選ばれた経営管理委

員、監事の承認を含むすべての議案が承認されましたこと、新役員を代表して、お礼申

し上げます。

　さて、国内経済は、中東情勢の不安定化による原油不足が懸念され、燃料コストの上

昇をはじめとして、農業生産や私たちの生活必需品にも大きな影響を及ぼし始めている

ところです。管内農業を取り巻く環境においても、農業従事者の減少や高齢化、担い手

不足は一段と深刻化しつつあり、さらには酷暑などの異常気象も加わり生産活動に影響

を与えております。

　このように、地域農業の大きな転換期を迎えるなかで、当組合は「農と食」の価値を未

来へつないでいくことをめざし、「生産」「組織」「経営」という３つの基盤の確立に向け取

り組んでおります。引き続き、組合員・地域の皆さまと「対話」を重ね、元気で魅力ある

農業と豊かな暮らしの実現に取り組んでまいりますので、ご支援、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

経営管理委員会
会長

元場 博哉

「対話」を重ね、元気で
魅力ある農業の確立と
豊かな暮らしの実現に
取り組みます

組合員・地域の皆さまへ

経営管理委員

鈴木 啓行

経営管理委員

丸尾 雅昭
経営管理委員

後藤 隆光

経営管理委員会
副会長

長谷川 政二

経営管理委員

安田 博俊
経営管理委員

内野 勝仁

経営管理委員

鈴木 勝馬
経営管理委員

左口 智規
経営管理委員

寺田 正代

経営管理委員

長谷川 邦子
経営管理委員

森 一弥

経営管理委員

髙田 千津子

経営管理委員会
会長

元場 博哉
経営管理委員

岡本 英明

経営管理委員

鈴木 康司

経営管理委員

鈴木 茂仁
経営管理委員

宮澤 円
経営管理委員

鈴木 邦夫
経営管理委員

鈴木 芳治
経営管理委員

山本 杉和
経営管理委員

荒河 元治

代表監事

山下 準三

経営管理委員

西尾 久代

監事

石田 茂治
監事

鈴木 雅尊

常勤監事

平川 一仁
監事

鈴木 喜宏

監事

黒柳 康江

代表理事
理事長

中村 永司

代表理事
専務

江塚 祐宜

常務理事
営農経済担当

藤塚 克美

新
役
員
紹
介

常務理事
金融共済担当

松家 秀敏
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　平素より当組合の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り誠にありがと
うございます。
　令和７年度は「生産」「組織」「経営」の３つの基盤の確立に向けて取り組み、
各事業で計画を上回る成果を上げることができました。これもひとえに皆
さまのご支援の賜物であり、深く感謝申し上げます。今後も皆さまに必要
とされるＪＡをめざし、役職員一丸となって邁進してまいります。

主な活動記録

業務報告書
令和７年度　事業報告　（自 令和７年４月１日～ 至 令和８年３月３１日）

１日 令和７年度新採用職員入組式
５日 ふくろい春のお茶まつり

１８日 いわた新茶まつり
２１日 新茶初取引（茶ピア・森）
２７日 海老芋オーナーが定植体験

２日 磐田市に新茶贈呈
８日 ＦＵＫＵＲＯＩ新茶フェア２０２５

２０日 海老芋新規担い手講習会（管理作業）
２５日 第３３回通常総代会

７日 第１３回ＪＡ遠州中央闘茶会
２３・２４日 森の市で「究極のコシヒカリ」収穫祭
２６日 准組合員モニター「闘茶会」体験イベント

６日 ＪＲ春のさわやかウォーキング～茶ピアで新茶ＰＲ～
１９日 児童に夏野菜の植え方教室（袋井北小学校）
２３日 園児が田植え体験（三川幼稚園）

２日 磐田警察署で協定調印式（ＪＡ車両に装備の
ドライブレコーダーの記録画像提供）

５・６日 磐田南部どっさり市２０周年祭
８日 食育授業にライオンメロンを提供（磐田北小学校）

１２日 中遠農林事務所と次世代トマト環境制御セミナー
１７日 第２回組合員セミナー（講師：林修氏）
２４日 ＪＡいちじく部会がこども食堂にイチジク贈呈
２４日 磐田市とのヌートリア捕獲及びジビエ利活用に関する連携協定締結
２９日 磐田市役所等との合同研修

ＦＵＫＵＲＯＩ新茶フェア２０２５

園児が田植え体験（三川幼稚園）

磐田南部どっさり市２０周年祭

令和７年度新採用職員入組式

森の市で「究極のコシヒカリ」収穫祭 磐田市役所等との合同研修

１７日 福田支店で強盗対応訓練
２０日 大玉トマト初出荷
２１日「森の治郎柿」目ぞろえ会
２４日 イチゴ初出荷

３・４日 第３４回ＪＡ遠州中央茶園共進会
６日 いわた農業まつり

２８日 柑橘オーナーが収穫体験

５日 新東部支店・東部店落成式
６日 セブンイレブン商品とコラボ（海老芋、白ネギ）磐田市長を表敬訪問

１４日 はじめての農業講座（レモン）
２０日 ＪＡ遠州中央バスツアー（協同組合を巡る旅）
２１・２８日 第３２回ＪＡときめき杯Ｕ－１２サッカー大会・サッカー教室

１日 さつまいも秋の収穫体験
３日 天竜地区農協祭
４日 児童が柿収穫体験（宮園小学校）

１５日 袋井農協祭
１５日 第９回キャベツ狩り選手権（青年部豊田支部）
１６日 森町産業祭もりもり２万人まつり＆農協祭
２７日 家の光クッキングフェスタ（女性部）

５日 新春手揉み茶初揉み会
１９日 農林水産大臣賞受賞により、袋井市長を表敬訪問（山田賢司氏・イチゴ）
２３日 落語で学ぶ相続セミナー（講師：木㟢海洋氏）
２４日 ＪＡ共済アンパンマン交通安全キャラバン
２５日 農業体験とボッチャやろうぜ！（青年部）

３日 第３１回ＪＡ遠州中央茶振興大会
１１日 鳥獣被害対策セミナー（天竜区管内、

講師：神谷健太氏）
２７日 袋井茶業者大会

10
月

4
月

12
月

6
月

2
月

8
月

11
月

5
月

1
月

7
月

3
月

9
月

いわた農業まつり

セブンイレブン商品とコラボ
（海老芋、白ネギ）
磐田市長を表敬訪問

第３２回ＪＡときめき杯Ｕ－１２
サッカー大会・サッカー教室

袋井農協祭

農林水産大臣賞受賞により、
袋井市長を表敬訪問

（山田賢司氏・イチゴ）

落語で学ぶ相続セミナー
（講師：木㟢海洋氏）

第３１回ＪＡ遠州中央茶振興大会

イチゴ初出荷 第９回キャベツ狩り選手権
（青年部豊田支部）

業務報告書
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営農事業

各事業の取り組み
企画管理部門

金融事業

共済事業

　夏の高温に加え降水量も少なく厳しい生産環境のなかで、産地として高温対策や潅水設備を活用し品質の向上と安定供
給に取り組みました。
　お米は令和６年産米の不足、お茶は海外における抹茶ブームの影響を受け、販売価格は上昇しました。
　園芸品目では、高温対策として作付けを遅らせたこともあって供給過多となり販売価格は低迷しました。また、生産資材や
燃料価格の高止まりは農業経営を継続するうえで厳しい状況となりました。
　このようななか、生産者個々への作付け拡大推進と主要市場へのトップセールスの取り組みや営農振興事業の助成金の
提案など、農家組合員との対話活動を進め、農業振興と農業所得の向上に努めました。

　「金利ある世界」の到来により、金融を取り巻く環境は大きく変化をしています。利ざやの拡大により収益機会が膨らむ一
方で、貯金の獲得競争が激化するなど、調達・運用のバランスを意識した事業戦略の重要さが増しています。
　このようななか、訪問活動を通じたより深い接点の創出とデジタル化への対応をすすめ、地域から選ばれ必要とされる「ファー
ストコールバンク※」の実現に向けた事業展開を行ないました。
※ファーストコールバンク：最初に声（相談）をかけていただける金融機関

　共済事業を取り巻く環境は、少子高齢化や人口減少がすすみ、さらには生存系保障※ニーズの多様化や低価格志向が高
まり、保有契約高および契約者数は減少傾向にあります。
　このようななか、当組合では、３Ｑ活動※を軸に契約者フォロー体制を充実させ、組合員・利用者のライフイベントに応じた
最適な保障提案により、「安心」と「満足」をお届けしました。
※生存系保障：被共済者が共済期間中に生存していることを条件に、一定の給付金や年金が支払われる保障
※３Ｑ活動： 契約者の皆さまへありがとう（サンキュー）の気持ちを込めた訪問活動で３つのQuestion（質問）を行ない、保障の点検を実施する活動

指導事業
　生産規模拡大意向のある担い手とともに作成した取組計画
の実践や、農業融資および営農振興事業の活用、新規就
農者の育成や労働力の確保など生産基盤の強化に取り組みま
した。

販売事業
　需要の高い農畜産物（茶・米）は引き合いが強くなり、単価
が高騰したため取扱高計画を達成しました。また、ファーマー
ズマーケットでは米の需要やテナント販売が好調であったため、
集客率の向上につながりました。一方、園芸では夏の高温に
よる生育不良で出荷量が減少し、市況の低迷も重なり厳しい
販売となりました。

加工事業
　管内で生産された農産物を食品原料として加工・販売する
ことで、農産物のイメージアップと付加価値を付けた製品の製
造により農家の所得向上に取り組みました。

貯金
　他金融機関との競争が一層激化するなか、新規資金の獲
得と組合員加入促進を目的とした優遇金利定期貯金を販売
し、貯金残高の確保に努めました。また、非対面取引の充
実を図るため専用アプリの普及拡大と、支店窓口では従来の
紙の伝票に代わるタブレット端末の導入をすすめました。

総合企画
　地域住民の「農と食」への理解を深めるため、気軽に参加で
きる農業講座や、他企業と連携したイベントを開催しました。ま
た、組合員および地域利用者から高まる相続相談ニーズに対
応するため、相続セミナーの開催や個別相談を実施しました。

広報
　広報誌やコミュニティー誌、ＳＮＳなどの広報媒体を通じて積
極的に情報発信を行なうとともに、新聞やテレビなどのマスコミ
にも情報提供を行ない、地域農業やＪＡへの理解・共感の促
進に努めました。これらの取り組みが評価され、静岡県ＪＡ広
報コンクール「総合の部」で準大賞、「パブリシティの部」で優
秀賞を受賞したほか、全国ＪＡインスタコンテスト「動画部門」で
入賞しました。

リスク管理
　組合経営の健全性確保に向けて、内部統制のさらなる充
実強化と自ら考え行動する自律的コンプライアンスの確立に努
めました。

各事業の実績
令和8年3月31日現在　（単位:千円）

実　　績 計画対比

貯金 579,084,999 100.26%
貸出金 109,301,178 106.22%
長期共済新契約高 69,668,803 92.89%
購買品供給・取扱高 4,183,365 108.15%
販売品販売・取扱高 12,700,203 138.80%
製品販売高 430,215 95.60%

自己資本比率

23.94％
利益準備金や積立金等の内部留保に努めてきた結
果、23.94％と早期是正措置の基準である４％を
大きく上回っています。

貸借対照表
令和8年3月31日現在　（単位:千円）

資産の部 金　　額

信用事業資産 581,207,746
　　（現金） 2,489,075
　　（預金） 414,509,635
　　（有価証券） 53,589,555
　　（貸出金） 109,301,178
共済事業資産 1,475
経済事業資産 3,619,772
　　（経済事業未収金） 1,129,500
　　（棚卸資産） 976,723
　　（貸倒引当金） △ 2,237
雑資産 1,021,170
固定資産 9,003,936
外部出資 26,380,864
繰延税金資産 776,068
資産の部合計 622,011,034

負債及び純資産の部 金　　額

信用事業負債 582,586,766
　　（貯金） 579,084,999
　　（借入金） 438,246
共済事業負債 1,710,330
経済事業負債 822,182
　　（経済事業未払金） 745,534
雑負債 937,971
諸引当金 2,770,257
負債の部合計 588,827,508
出資金 3,083,418
利益剰余金 43,680,167
　　（うち当期剰余金） 578,360
その他有価証券評価差額金 △ 13,554,803
純資産の部合計 33,183,526
負債及び純資産の部合計 622,011,034

損益計算書
令和7年4月1日～令和8年3月31日　（単位:千円）

金　　額

事業総利益 6,634,409
　　（信用事業総利益） 3,463,026
　　（共済事業総利益） 2,304,407
　　（購買事業総利益） 558,743
　　（販売事業総利益） 317,747
　　（加工事業総利益） 42,462
　　（利用事業総利益） 39,672
　　（その他事業総利益） 8,032
　　（指導事業収支差額） △ 99,683
事業管理費 6,275,619
　　（人件費） 4,455,993
事業利益 358,790
事業外収益 590,425
事業外費用 149,574
経常利益 799,641
特別利益 －
特別損失 87,166
税引前当期利益 712,475
法人税等合計 134,114
当期剰余金 578,360
当期首繰越剰余金 797,972
当期未処分剰余金 1,376,332

剰余金処分
（単位:円）

金　　額

当期未処分剰余金 1,376,332,672
剰余金処分額 621,979,679
　　（任意積立金） 500,000,000
　　（出資配当金） 121,979,679
次期繰越剰余金 754,352,993

利用事業
　農家の作業支援に取り組み、各事業ともに収支改善と安
全操業に努めました。

宅地等供給事業
　相続・土地利用など総合的な相談・提案活動を通じ、組
合員の資産保全に取り組みました。

購買事業
　世界各地における政情不安に起因する資源価格の高止まり
と国内製造コストの増加により、農業資材価格の高騰は続い
ています。このようななか、当組合では価格交渉による業者
選定と早期一括仕入れの実施によりコスト削減に努めました。

その他事業
　家の光３誌と日本農業新聞の普及推進に取り組みました。
家の光１，８３６部・地上６５部・ちゃぐりん５１部・日本農業新
聞９５６部を購読いただきましたが、購読者の減少により購読
部数は前年を下回りました。

貸出金
　大規模農家の資金ニーズや課題を把握するため、提案型
訪問活動を実施し、資金面でのサポートに取り組みました。さ
らに、広報媒体を活用したネットローンのＰＲやハウスメーカー
など住宅関連業者との関係強化に努めました。これらにより農
業・生活・住宅の各分野で新規実行額の増加につなげること
ができました。

審査
　各種規程に基づく貸出審査に努めるとともに、各支店、事
業部門と連携し厳格な資産自己査定を実施しました。

総務
　組合員加入促進の取り組みでは、昨年度に引き続き組合
員数の増加につなげることができました。また、組合員座談会
においては、これまで以上に多くのご意見、ご要望をいただく
ことができました。

人事
　誠意・創意・熱意を持った職員育成に向けて、異業種との
合同研修を行なうなど各種職員研修を開催しました。また、組
織の活性化を図るために新卒者以外に経験者の採用を積極
的に行ないました。

監査
　組合経営の信頼性を高めるため、内部統制の運用状況に
ついて検証・評価しました。実施状況として、監査実施部署
数１０９部署、監査実施日数１４６日となりました。

業務報告書
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　少子高齢化や人口減少の進行に加え、農業従事者の高齢化や後継者不足など、農業を取り巻く
環境は大きく変化しています。
　そのようななか、農地や自宅、預貯金などの財産をどのように次世代へ引き継ぐかは、組合員の皆
さまにとって重要な課題となっています。
　「まだ先のこと」「うちは大丈夫」と楽観視していると、家族で話し合う機会を逃してしまい、後々思
わぬトラブルに発展するケースも少なくありません。大切な財産と家族の未来を守るためには、元気な
うちから相続について考え、準備を進めておくことが大切です。
　今号では、大切な財産や想いを次世代へつなぐ「相続」について考えます。相続発生後の流れ

似ているようで違う、2つの“相続対策”

相続準備 まずはこの3つから その時が来る前に。
相続の話、できていますか？

～農地・家・財産、想いを次世代へ～

□  相続税がかかるか心配
□  相続でトラブルにならないか心配
□  相続対策は何をしたらいいのか分からない
□  特定の相続人に多く遺

のこ

したいけど・・
□  財産は不動産しかない
□  遺言書の書き方が分からない
一つでも当てはまったら、早めの準備が必要です。
JA遠州中央「相続シミュレーション」をご活用ください。（P25参照）

総合企画課

松
まつ もと

本 和
かず

也
や

総合企画課

山
やま

内
うち

 一
かず

俊
とし

名義変更･
各種手続き

特 集 その時が来る前に。

家族で
話す

“まだ元気だから”が
話し合うタイミング！

　相続で最も困るのは、「本人の
考えが分からない」こと。
　誰に何を引き継ぎたいのか。農
地をどうしたいのか。元気なうちに
家族間で話しておくことで、将来
の不安やトラブルを減らすことが
できます。

“争族”を防ぐ準備

“税負担”への備え

財産を
書き出す

まずは
“見える化”を！

　農地・家・預貯金・保険
（共済）など、どのような財
産があるのか整理しておくこ
とが大切です。
　「どこに何があるのか分か
らない」という状況を防ぐこ
とにつながります。

早めに
相談する

一人で悩まず、
まずは相談を！

　相続には、税金や名義変更な
ど専門的な手続きもあります。
　JAでは、相続・農地・資産整理
など、組合員の悩みに寄り添った
相談を行なっています。またJA共
済を活用した相続税対策や納税
資金準備についても相談できます。

こんなことで困っていませんか？
遺産分割
協議財産確認相続人

確認相続発生

◦遺言作成
◦家族会議
◦財産整理
◦農地承継確認
◦名義確認

相続
対策

家族への
備え

＝

◦納税資金準備
◦生前贈与
◦生命保険（共済）活用
◦資産整理

相続税
対策

税金への
備え

＝

農地相続は“地域農業”にも関わる問題です！
　農地は、組合員一人一人の財産であると同時に、地域農業を支える大切

な資源です。

　相続をきっかけに耕作ができなくなったり、名義変更が進まず管理が難

しくなるケースもあります。

　JA遠州中央では、組合員とその家族が安心して農地や財産を次世代へ

つなげられるよう、相続に関する相談を受け付けています。

　相続で大切なのは、「その時が来てから考える」のではなく、「元気な今か

ら備える」ことです。　JA遠州中央では、相続相談や税務相談、農地相談、

JA共済相談などを通じて、組合員の皆さまの円滑な資産継承をサポートし

ています。また、今年度から導入した「相続シミュレーション」により、ご自身

の状況を具体的に確認することも可能です。相続シミュレーションの詳細

は25ページで紹介をしています。この機会にぜひご活用ください。
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竹た
け

内う
ち 

祥よ
し

貴き

さ
ん

栽培
品目

 

─ 

茶

［
P
R
O
F
I
L
E
］　
40
歳　

森
町
向
天
方

１
９
８
６
年
、
森
町
生
ま
れ
。「
株
式
会
社
え
ん
も
り
」取

締
役
。
妻
・
娘
２
人
と
４
人
暮
ら
し
で
、
農
閑
期
に
出
か

け
る
旅
行
が
、
毎
年
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。

家族の支えと共に
新たな挑戦へ

多
品
目
栽
培
へ
の
想
い

　

森
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
農
業
を
営
む
家
族
の
背
中
を
見
て
育

ち
、
小
学
生
の
頃
に
は「
将
来
は
家
業
を
継
ぐ
」と
心
に
決
め
て
い
ま
し

た
。
静
岡
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
を
経
て
、
静
岡
県
立
農
林
大
学
校

（
現
・
静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
）へ
進
学
し
ま
し
た
。
茶
の
栽

培
は
父
か
ら
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
た
め
、
大
学
校
で
は

あ
え
て「
野
菜
専
攻
」を
選
び
ま
し
た
。
多
品
目
栽
培
に
挑
戦
し
、
幅
広

い
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
実
家
の
竹
内
農
園
に
就
農
し
、
茶
に
加
え
水
稲
、
レ
タ
ス
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
自
分
で
仕
事
を
組

み
立
て
る
面
白
さ
を
知
る
一
方
で
、
自
然
相
手
の
難
し
さ
も
痛
感
し
ま

し
た
。
常
に「
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
」こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

就
農
や
Ｊ
Ａ
青
年
部
で
の
活
動
を
通
じ
て
築
い
た
地
域
農
業
者
と
の
つ

な
が
り
は
、今
の
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

茶
一
本
で
挑
む
決
意

　

転
機
は
昨
年
訪
れ
ま
し
た
。
遠
州
森
茶
農
業
協
同
組
合
の
組
織
変
更

を
機
に
、
私
は
森
町
の
茶
業
の
未
来
を
見
据
え
、「
茶
一
本
」で
勝
負
す

る
と
い
う
決
意
を
固
め
ま
し
た
。
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
共
に
、
昨

年
８
月
に
株
式
会
社
え
ん
も
り
を
設
立
し
ま
し
た
。
竹
内
農
園
を
家
族

に
託
し
、
現
在
は
新
会
社
の
経
営
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標
は
、

新
会
社
を
一
日
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
す
。
今
秋
に
は
碾
茶（
て

ん
ち
ゃ
）の
製
造
ラ
イ
ン
を
導
入
す
る
予
定
で
、
新
た
な
挑
戦
に
日
々
邁

進
し
て
い
ま
す
。

　

多
忙
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
の
業
務
に
専
念
で
き
る
の
も
、

妻
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
経
営
が
落
ち

着
い
た
ら
、
恩
返
し
を
兼
ね
て
家
族
で
ゆ
っ
く
り
旅
行
に
出
か
け
る
の

が
、
今
の
さ
さ
や
か
な
夢
で
す
。

『ＪＡ広報通信』2026年6月号「あなたもチャレンジ！家庭菜園」から

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎
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し
、
現
在
は
新
会
社
の
経
営
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標
は
、

新
会
社
を
一
日
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
す
。
今
秋
に
は
碾
茶（
て

ん
ち
ゃ
）の
製
造
ラ
イ
ン
を
導
入
す
る
予
定
で
、
新
た
な
挑
戦
に
日
々
邁

進
し
て
い
ま
す
。

　

多
忙
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
の
業
務
に
専
念
で
き
る
の
も
、

妻
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
経
営
が
落
ち

着
い
た
ら
、
恩
返
し
を
兼
ね
て
家
族
で
ゆ
っ
く
り
旅
行
に
出
か
け
る
の

が
、
今
の
さ
さ
や
か
な
夢
で
す
。

『ＪＡ広報通信』2026年6月号「あなたもチャレンジ！家庭菜園」から

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎



17 162026年 6・7月号2026年 6・7月号

女性部（袋井支部）

石
いし

川
かわ

 美
み

はる さん

トマト
　トマトの魅力は、見た目の美しさや品種の多様性、豊
富な栄養素、健康効果、そして食文化との結びつきにあ
ります。生でも加熱でも楽しめ、加工品や油との組み合
わせで栄養を効率的に摂取できるため、日常の食生活に
取り入れやすい野菜です。

トマトの旨味を凝縮

トマトケチャップ

作 り 方 　
❶	 トマトを丁寧に洗い、ヘタを取り除く。沸

騰した湯にさっとくぐらせ皮をむき、ミキ
サーにかけてペースト状にする。さらにザ
ルでこすことで種や繊維質を取り除き、滑
らかなベースを作る。

❷	 ホウロウ製またはステンレス製の鍋にペー
ストを移し強火にかけ、絶えずかき混ぜる。
水分が飛び、ヘラでこすると鍋底がしっか
り見える状態になるまで煮詰める。この作
業は煮詰まる過程でソースが跳ねやすいた
め、やけどに注意する。

❸	 水分が減った段階で、すりおろしたタマネ
ギとニンニク、砂糖、塩を加えて中火で約5
分間煮る。

❹	 香辛料Ⓐを加えて混ぜ合わせ、最後に酢を加
えてひと煮立ちさせ火を止める。

❺	 完成したケチャップは、粗熱が取れるまで
冷ます。保存はフリーザーパックに入れ、
冷凍庫で保管する。冷蔵保存の場合は、1週
間以内に食べきることを推奨する。

材 料 　　　

◦トマト（完熟）･･･････････････････ 5㎏
◦タマネギ（すりおろす）････････････50g
◦ニンニク（すりおろす）･･････････1かけ
◦砂糖･･････････････････････ 100g
◦塩･･････････････････････････15g
◦酢････････････････････････100㏄

�シナモン････････････････････少々
オールスパイス･･････････････少々
ナツメグ････････････････････少々
クローブ････････････････････少々
こしょう･････････････････････少々
チリパウダー････････････････少々

Ⓐ

フレッシュなトマトで作る
ケチャップです ！

とてもおいしいですよ♪

JAのホームページ内JAのホームページ内
「Let's Cooking」にも「Let's Cooking」にも

多数のレシピ掲載中！多数のレシピ掲載中！

このページや女性部に関するお問合わせ
営農企画課　☎0538-36-7014

　

幼
少
期
に
祖
母
か
ら
手
ほ
ど
き

を
受
け
て
以
来
、
長
年
編
み
物
と

向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。「
ニ
ッ
ト
ニ

ト
グ
ル
ー
プ
」で
は
、
編
み
図
の
読
み

方
か
ら
美
し
い
編
み
目
の
そ
ろ
え
方

ま
で
、
個
々
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

編
み
物
と
い
う
伝
統
的
な
手
仕

事
を
通
じ
て
、
健
康
増
進
や
生
き
が

い
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
多
世
代
間
交

流
の
拠
点
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

作
品
を
作
っ
て
い
く
工
程
は
、
常

に
頭
を
使
う
た
め
脳
の
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
一
目
一
目
積

み
重
ね
た
努
力
が
、
確
か
な
形
へ
と

変
わ
っ
て
い
く
過
程
に
は
、
何
物
に

も
代
え
難
い
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

　
「
世
界
に
一つ
だ
け
の
作
品
」作
り

に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

世
界
に
一
つ
だ
け
の

作
品
を

福田支部

大
おお

石
いし

 ちゑさん

SDGsと女性部

心通う居場所づくり 
森町支部「今日いく会」

　森町支部は、月に１度「今日いく会」を開催していま
す。この教室は居場所づくりを目的に「今日行くところ

（女性部活動）がある」という言葉を指針として活動
名称を「今日いく会」と定めました。活動では季節の食
材を取り入れた料理を作ってみんなで食べます。午後
は輪投げやお手玉などのゲームを行ない、和気あい
あいと過ごしています。

　ＪＡ遠州中央女性部のフレッシュミズ（20～50代までの女性
部員）の活動を紹介します。
　各支部には、5つ以上のフレッシュミズグループがあり、多岐
にわたる取り組みを展開しています。
　今年度開催する交流会をきっかけに、活動のさらなる活性化
をめざします。

あつまれフレッシュミズ！

　竜洋支部は、3月18日、磐田市内にある特別養護
老人ホーム「豊田ゆうあいの里」を訪問し、交流を深め
る慰問活動を行ないました。
　当日は女性部員たちが心を込めた紙芝居や手話で
の歌、オカリナ演奏を披露し、入所者の皆さまと音楽
や語らいを通じ
て温かなひとと
きを過ごすこと
ができ楽しい活
動となりました。

交流を深める 
慰問活動

みんなで歌っている様子

３月の活動の様子

フレッシュミズグループの活動の様子

支部活動

竜洋支部
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